あまねく このす すけた 土間 を こめて、 荒 くれ 男の あか 

ら顔 だけが 右に 左に 動いて いる。 

文 公 は 恵まれた 白馬 一 本 を ちびちび 飲み 終わる と 飯 

を 初めた、 これ も 赤ん ぼ をお ぶった 女主 人の 親切で た 

らふく 食った。 そして、 出かける と 急に 亭主が こっち 

を 向いて、 

「まだ 降って るだろう、 やんで から 行きな。」 

「たいした こと は あるまい。 みなさん、 どうも ありが 

とう」 と、 穴 だらけの 外套 を 頭から かぶって 外へ 出た。 

もう 晴 りぎ わの 小 降りで ある。 ともかくも 路地 をた 

ど つ て 通りへ 出た。 一 n_p 主 は 雨が やんで から 行きな と 



「まァ これ を 見て くれ、 どこへ 寝られる？」 

ひとま 

見れば なるほど 三 畳 敷の 一 間に 名ば かりの 板の間と、 

上がり口に ようやく 下駄 を 脱ぐ だけの 土間と が あるば 

かり、 その 三 畳 敷に 寝床が 二つ 敷いて あって、 豆 ラン 

プが 板の間の 箱の 上に 載せて ある。 その 薄い 光で 一 ッ 

の 寝床に 寝て い る 弁 公の 親父 の 頭が お ぼ ろ に 見え る。 

文 公の 黙って いるの を 見て、 

「いつもの ばば ァの 宿へ なんで 行かね え？」 

もん 

「文な しだ。」 

「三晚 ゃ四晚 借りた つ てなん だ。」 

r ゥンと 借りが できて、 もう 行けね えんだ。」 と 言い さ 



けて くれる の はいつ も 仲間の うちだ、 てめ え もこの 

若者 は 仲間 だ、 助けてお け。」 

弁 公 は 口 を も ごも) J しながら 親父の 耳に 口 を 寄せて、 

「でも 文 公 は 長くない よ。」 

親父 は 急に 箸 を 立てて、 にらみつけて、 

「だから、 なお 助ける の だ。」 

弁 公 はまた もすな おにうな ずいた。 出が けに 文 公 を 

揺り起こして、 

「オイ ちょっと 起きね え、 これから、 おいら は 仕事に 

出る が、 兄き は 一日 休む がいい。 飯 もたいて あるから 

ナァ、 イイ 力 留守 を 頼んだ よ。」 



くるま ひき 

車夫 は なぐられる だけな ぐられ、 その上 交番に 引き 

ずって 行かれた。 

虫の息の 親父 は 戸板に 乗せられて、 親方と 仲間の 土 

- つち 

方 二人と、 気抜けの したよう な 弁 公と に 送られて 家に 

帰った。 それが 五 時 五分で ある。 文 公 はこの 騒ぎに 

びっくりして、 すみの ほうへ 小さくな つてし まった。 

まもなく 近所の 医者が 来る 事 は 来た。 診察の 型 だけし 

て 「もう 脈がない。」 と 言った きり、 そこそこに 行って 

しまった。 

「弁 公し つかりし な、 おれが きっと かたき を 取って や 

るから。」 と 親方 は 言いながら、 財布から 五十 銭 銀貨 を 



三 四 枚 取り出して 「これで 今夜 は 酒で も 飲んで 通夜 を 

する の だ、 あす は 早くから おれ も 来て 始末 をして や 

る。」 

親方の 行った あとで 今まで 外に 立って いた 仲間の 二 

人 は ともかく 内へ はいった。 けれども すわる 所がない。 

マ J の 時 弁 公 はいきな り 文 公に、 

くるま ひき 

「親父 は 車夫 の 野郎と けんか をして 殺された の だ。 

きちん 

これ を やる から 木賃へ 泊まって くれ。 今夜 は 仲間と 

通夜 をす るの だから。」 と、 もらった 銀貨 一 枚 を 出した。 

文 公 は それ を 受け取って、 

「それじゃ ァ 親父さん の 顔 を 一 度 見せて くれ。」 



人夫 は 見た ように 話す。 

「なにしろ 哀れむべき やつ サ。」 と 巡査が 言って 何 心 

なく 土手 を 見る と、 見物人が ふえて 学生ら しいの もま 

じっていた。 

マ J の 時 赤 羽 行き の 汽車が 朝日 を まともに 車窓 に 受け 

て 威勢よ く 走って 来た。 そして 火夫 も 運転手 も 乗客 も、 

こも いちもつ 

みな 身 を 乗り出して 薦 のかけ て ある 一 物 を 見た。 

この 一物 は 姓名 も 原籍 も 不明と いうので、 例のと お 

リ 仮埋葬の 処置 を 受けた。 これが 文 公の 最後であった。 

実に 人夫が 言った とおり、 文 公 はどうに もこう にも 

やりきれ なくって 倒れた ので ある。 (完) 
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